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1．はじめに 
  
近年Webが活用される場面は多岐にわた
っている．そして高度なWebサイトをつく
る技術に関しても多様な技術が存在する．

しかしながら一般ユーザがこうした技術を

生かしたWebサイトを構築することは非常
に困難である．本稿では，Webにおけるコ
ンテンツを Widget と呼ぶ部品として分割
し，ユーザがこの Widget を組み合わせる
ことによってWebサイトを構築することで，
こうした困難さを解消することを目的とし

ている．このような機能を実現するための

システムとして，提案した手法であるWeb
を用いたDynamicなWebページの構築[1]
に対して，Web Widget Work bench(W3b)
と呼ぶシステムを実装し，このシステムに

ついて論じる． 
 
2．提案システム 
 
2．1 システム概要 
 
 本システムでは Web ページのもつコンテ
ンツを JAVA APPLET, Flashなどのプラグイ
ンなどのプログラムや，HTMLにおけるタグ
や JavaScript など，Web 上で１つの機能を
実現する雛型である部品に分割する．これを

Widgetとする．またこのWidgetを配置する
スペースを Workbench とし，ユーザは Web
ページを作成する際，このWorkbench上に各
種Widgetを配置し，Widgetに値を与えるこ
とで Web ページの作成を行う．図 1 に Web
ページ上にテキストを配置する際の設定例を

示す． 
 ユーザはまず本システムで，Workbench上
の任意の位置に Widget を配置する．次にこ
の Widget に対して各種データを与える． 

W ork b e n c
hW id g et ドラッグ＆ドロ ップによ りW o rk be n c hの

任意の位置 にW id ge tを貼り付ける

ユーザ はW id ge tの機能を用い
W idg e tに対 して情報 を与え る

 
図１ Workbench上にWidgetを配置する例 
 
Widget はこの与えられたデータをその
Widget のもつインターフェイスの形式で
Workbench上に表示を行うため，ユーザがブ
ラウザによりこの Workbench にアクセスを
すると，配置された Widget とそこに与えら
れたデータを分析し，HTMLを作成する．こ
のように Web ページを作成することにより，
Webページ作成者は，自分の任意の位置に任
意の動作をする機能を組みこむことができる． 
 
2．2 Widget 
 
 １つの Widget には２つの機能がある．１
つはコンテンツを作成する機能である．たと

えば，テキストを配置するWidgetであれば，
Webブラウザ上で動作する richtextエディタな
どの機能となる．もうひとつはWebページとして
みせる際のビューの機能になる．同じ例でいえば，

単なるテキストデータであるので HTML タグで囲
み，与えられたデータを出力する機能となる．さ

らに，それぞれの機能はブラウザの非互換性を埋

めるためのコードが実装しなければならないケー

スも多い．そのため，ひとつのWidgetに対して相
当量のプログラムが必要となる． 
 
 
 
 

3-85

6D-7

情報処理学会第68回全国大会



2．3 Workbench 
 
 本システムでは，Widgetにより設定された
データは，WidgetにではなくWorkbenchに
保持される．これにより，図 2 のようにひと
つのデータを複数の Widget で共有すること
が可能となる．テキスト入力 Widget で計算
式を入力し，計算式からグラフを描画する

Widget でその入力された計算式をグラフに
描くといったこともWeb上で可能になる． 
また，Workbenchのもつデータをリアルタイ
ムに取得することにより，APPLET や

FLASH，JavaScript などの動的に画面を更
新できる方法を使って作られた Widget であ
れば，動的なWebコンテンツを作ることもで
きる． 
 
2．4 実装 
 
 図 3にW3bの実装画面を示す．ユーザは画
面左側フレームより配置したい Widget を選
択し，ドラッグ＆ドロップにより画面右側フ

レームのWorkbench に Widget を配置する．
配置後 Widget の入力インターフェイスによ
り，データを設定する． 
現状では，テキストWidget、画像配置Widget，
WebGraffitiWidget[2]，表作成Widgetを選択
することができる． 
 
 

テキストWidget

グラフ描画Widget
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データ保持領域
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図 2 Widgetによるデータの共有 

 
図 3 実装画面 
 
 
3 考察 
 
 本システムにより，一般ユーザが，既存の

HTMLファイルを作成し，FTPでWebサー
バに送信する手法やWeblogなどWeb上での
情報発信ツールを用いる手法に比べて，ドラ

ッグ＆ドロップとデータを与えることにより，

より手軽に，より直感的に動的なWebページ
を作成できると考える． 
今後はより多様な Web サイトを作成できる
よう多様な Widget を作成，検証することに
より，機能が豊富なWebサイト作成支援シス
テムにする必要がある．また，仕様を公開し，

技術のあるページ作成者がWidgetを作成し，
それを公開することにより別のページ作成者

がその Widget を利用できるような仕組みも
必要となろう． 
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